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AAS流 ＩＴ戦略の知識を活用する 目次 
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【テーマ①】 ＩＴ（情報技術）を活用した戦略 

 

―このテーマは、ここを押さえよう！― 

● ＩＴ（情報技術）を活用した戦略を理解する 

● 他の戦略との関係を理解する 

● ＩＴ（情報技術）を評価する視点を理解する 

 

 

 

 

 

 

 ＩＴ（情報技術）を活用した戦略の役割 
 

ＩＴを活用したシステム、すなわち情報システムは時代とともにその役割が変化してきた。業務の自動化か

ら始まり意思決定支援、戦略的活用へと移り変わり、ＩＴ革命による飛躍的な進歩を遂げて現在では事業構造

（ビジネスモデル）の変革を担うようになった。目まぐるしく変わる環境の中で多くの情報を有機的に結合さ

せ、情報資源を効果的に利用するためにＩＴを活用し、ヒト・モノ・カネといった経営資源と連動させる仕組

みを構築していくことになる。 

こういった仕組みを構築しなければならないのは、今日の経営課題の多くが環境変化への対応と企業力の強

化を主題としており、いずれも企業の部分的な改善課題ではなく、全社的な改革への課題に位置づけられるも

のが増えているからである。いわば企業のビジネスモデルそのものの見直しが必要となるほど経営課題が高度

化しているのである。 

 

このような背景から情報戦略とは、「経営課題解決の視点で、情報と情報技術の活用の方針とその実現のた

めに求められる経営資源や業務改革の概要を示した戦略」となり、全社的な視点でとらえて策定されるもので

ある。 

 

 ＩＴを活用した戦略フレームワークとは 
 

 【図表１－１】で示した「ＩＴを活用した戦略フレームワーク」において最も特徴的な点は、情報戦略は 

あらゆる分野の戦略と関連を持って構築される点である。経営理念、経営戦略から導かれる各戦略を遂行し、

経営革新を行うためにＩＴを活用して経営課題を解決に導くのである。『中小企業白書』においても、経営革

新のためのＩＴ導入を道具・手段として捉えることの必要性がいわれている。 

 中小企業としては、ＩＴを単に情報処理能力の向上や企業内外の情報を集めるだけのものとして捉えるので

はなく、競争優位性を獲得し維持していくことを支援し、経営革新を推し進める手段としてＩＴを最大限に活

用することが求められる。自社の状況や業務・課題を把握し、環境変化や今後の動向を見越した計画性のある

対応が必要である。 

 

 このように経営課題を解決するための「手段」としてＩＴを活用していくことになるのだが、「手段」であ

れば当然「目的」があり、その目的を明確にしていくことになる。【図表１－１】① 

 また、ＩＴを導入していくことでどの程度目的を達成できるのか、あるいはＩＴがどの程度目的を達成して 
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【図表１－１】 ＩＴ（情報技術）を活用した戦略フレームワーク 
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いるかを評価することも管理上重要な課題となる。ここでは「効果」と「効率」の視点を用いることによって、

ＩＴシステムを総合的に評価していくことになる。【図表１－１】② 

 こうして何のためにどのような効果を期待してＩＴシステムを導入するかをはっきりさせた上で、具体的な

ＩＴシステムを考えることになるのである。【図表１－１】③ 

 

 ＩＴ活用の目的の明確化 【図表１－１】① 
 

（１）経営課題の絞り込み 

全体戦略として企業の進むべき方向性を示している経営戦略に従って、自社にとって何が課題となっている

かを把握する。通常の場合、経営課題は一つではなく大小様々なものが混在しており一様に取り組むことは難

しい。洗い出された経営課題の中から情報や情報技術に深い関わりを持つ課題を抽出して、優先順位をつけて

情報戦略の対象とする課題を絞ることになる。 

事例では、経営戦略にもとづく各戦略の中で様々な課題を解決するための助言を行うことになるが、自社の

状況や経営資源、情報技術との関わりから設問が意図している最も解決すべき課題を認識した上でＩＴを活用

した助言を行わなければならない。 

 

（２）ＩＴ活用のステップ 

 では、ＩＴを導入していくにはどういったステップを踏んでいくことになるのか。このステップを具体的に

示したものが『中小企業白書』において取り上げられている。 

 

① 情報の共有化、業務の効率化 
② 電子商取引等受発注業務への応用 
③ 経営管理の高度化（新たな発想による業務・組織の抜本的見直し） 

 

これら３つのステップを踏んでいくことで、経営管理の高度化という最終目的に向かっていくことになる。 

中小企業においてもこれらのステップを踏んでいくことになるのだが、これまでにＩＴ導入が行われている

場合がほとんどであり、現在ステップのどの状況にあるのかを見極める必要がある。 

こうして状況を見極めた上でＩＴの活用に関する助言を行うことになるが、経営規模、経営資源や企業体質

にも気を配った提案を行わなければならない。また、システムが存在していても実際には書類を電子化しただ

けであったり、機能を十分活用できていなかったり、課題の解決以前の問題を抱えている場合もあるので注意

が必要である。 

 

 効果と効率の視点 【図表１－１】② 
 

 効果、効率の視点は、バーナードが組織の存続条件としている有効性、能率という概念で表されることもあ

る重要な切り口である。明確にした目的を達成するために具体的なシステムを提案することになるが、効果、

効率の視点で提案内容を吟味することでモレや、ダブリのない適切な助言を行うことにつながる。 
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（１）効果の視点 

 明確な目的を持って具体的なシステムを構築していくことになるが、そのシステムを導入するためには必ず

投資が伴うことになる。企業において投資を行うということは、何らかの成果を出すことが要求される。この

成果こそが、システム導入に伴って得ることができる効果ということになる。実際には費用対効果としてよく

言われるが、同じ費用をかけるのであればできるだけ高い効果が期待されているのである。 

 ＩＴ技術の発展によって様々なシステムが出現し、目的を達成するための方法が複数存在している中で 

投資額（費用）が同じであれば、得られる効果から提案するＩＴシステムが適切かどうかを判断することにな

るのである。 

 

（２）効率の視点 

 ＩＴシステムを導入するためには投資が伴うことは前述したが、投資といった資金面以外にも労力や時間と

いった広い意味でのコストが掛かってくる。同じ効果を得るのであれば、できる限りコストを少なくすること

が求められるのは当然のことである。このコスト面を削減していくことが効率の追求となり、業務改善として

の経営の合理化を行うことになる。特にシステムの運用管理という面においては、ランニングコストという形

で後々トータルコストとして大きな負担となっていくのでその点にも注意した提案、助言を行うべきである。 

 

 具体的システム 【図表１－１】③ 
 

 明確にした目的に対応したシステムを効果、効率の視点から評価を行った上で具体的なシステムを検討して

いくことになる。しかし、漠然と様々なシステムを捉えるのではなく、ＩＴ活用の目的の明確化で示した「情

報の共有化、業務の効率化」、「電子商取引等受発注業務への応用」、「経営管理の高度化」のステージごと

に切り分けてどういったシステムがあり、その効果や効率がどのようなものであるかを理解しておく必要があ

る。 

 さらに、具体的なシステムが提案され設計開発されたとしても、そのシステムが適切に運営管理されなけれ

ば目的を達成することはできず、有効なものとは言えない。従って、システムの運営管理を支える人材、コス

ト、セキュリティの重要性を認識し、これらの側面にも配慮した総合的な提案となっている必要がある。 
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